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1. 目的 

金具を選定するうえで重要な要素である取付け状態での強度確認方法について規定する。 

 

2. 適用範囲 

ソーラーシステム 

 

3. 概要 

強度試験の方法についてのみ示す。試験で得られたデータは安全率等を考慮したうえで，屋

根直付け集熱器の風荷重計算で求められる荷重に対し十分な強度が得られるよう施工設計

を行う必要がある。 

 

4. 試験装置 

引張試験機（下記試験体が装着可能でオートグラフ等，荷重たわみ線図が表せるもの） 

 最大荷重 10kN以下 

    荷重表示 0.01kN～10.00kN 又は同等以上 

 変位表示 0.1mm～100.0mm 又は同等以上 

 精度   指示値の±1％以内 

 

5. 試験体 

模擬屋根を作成し，標準施工状態で直付金具を取付ける。その際に使用する模擬屋根用部材

を表 1に示す。 

 

               表 1 模擬屋根使用部材 

屋根種類 和瓦 スレート 

野地板 構造用合板 JAS 2級 9mm 

垂木 ツガ材 45mm×60mm 

固定板（瓦

用） 

直付用金具指定品（指定ない場

合はラワン材 12mm×120mm

×550mmを使用） 

 

― 

 

垂木ピッチ 455mm 

使用金具 和瓦用 スレート用 

環境的要因（温度，湿度等）の影響を極力排除する為，１試験体については同日中の試験実

施が望ましい。 
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6. 試験方法 

手順 1. 引張荷重が直付金具取付面に対して引張試験では垂直方向，横ずれ又は引き倒し試

験では平行方向にかかるように治具等を用いて模擬屋根を固定する。 

手順 2. 直付金具を 10mm／分の引上げ速度で荷重抜けが発生するまで引き上げる。 

手順 3. 縦軸を試験荷重（N），横軸をたわみ量(mm)とした荷重たわみ線図を作成する。 

なお試験回数は n=5とする。 

 

 

 

図 1 和瓦屋根引張試験用模擬屋根例 
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図 2 和瓦屋根引き倒し試験用模擬屋根例 
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図 3 スレート屋根引張試験用模擬屋根例 
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図 4 スレート屋根横ずれ試験用模擬屋根例 

 

注）なお専用治具は(一社)ソーラーシステム振興協会 技術部にて保管しており，試験に際

し貸し出しを行っている。 

 

 

7. 試験結果の評価 

試験結果グラフを元に，以下の評価を行う。 

a) たわみ量が直線に近い穏やかな曲線で推移している範囲で想定する最大の許容たわみ

量を設定し，その際の試験荷重（N）を応力たわみ線図より読み取る。（図 5では 1300N

程度） 
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b) 読み取った試験荷重（N）に対して安全率（1.5～2.0程度が一般的）を考慮した値を金

具一つの試験方向（引張，引き倒し，横ずれ）での許容荷重とする。 

 

c) 引張荷重，引き倒し荷重及び横ずれ荷重すべてについて試験，評価を実施し，想定され

る設計荷重に十分耐える金具の配置や使用数を設定する。 

 

 

図 5 和瓦引張試験荷重たわみ線図例 

（引張試験  縦軸：試験力（N）横軸：たわみ量（㎜）） 

 

 

 

図 6 スレート引張試験荷重たわみ線図例 

（引張試験  縦軸：試験力（N）横軸：たわみ量（㎜）） 
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改定履歴 

・ 2017年 7月 28日 フォーマットの改定 

 

 

 

解説 

 この解説は，本文に規定した事柄，並びにこれに関連した事柄を説明するもので，基準の

一部ではない。 

 この基準は，直付け金具の強度試験方法を標準化するために 2014 年 6 月 5 日に規定し

た。 
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